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概 要                                           
 近年の心理学の潮流として，「ポジティブ心理学」という言葉に象徴されるように，心理

学は単にひとのネガティブな状態からの脱却にとどまらず，積極的にひとがよりよい状態

を達成することに寄与することがもとめられるようになった。 

そこで本シンポジュウムにおいては，ひとにとっての幸せとはなにかについて考えてみ

ることにしたい。幸せの条件は個々人の特性やその人がおかれている環境によっても異な

ってくると考えられる。 

それぞれ異なる背景のもとで，ひとや動物の研究，支援を行っている方々をお招きし，

ひとやひと以外の動物がよりよく生きること，幸福の条件などについて語っていただこう

と思う。異分野での研究者，支援実践者が日々の活動の中で感じることをとおして，一見，

ばらばらであるかのように見える「幸せの条件」の共通点を見出すことができないだろう

か。 
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